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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３１ 団体 

  当センター登録団体数   １３５ 団体 

  当センター登録会員数   ６，６７０人 

  １０月月来館者数           ２，３５６人 

  １０月印刷機利用枚数 ２８，５１８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その７１ 

一日は長く、一年は光影矢のごとし！ 

人生は７０歳からが面白い。そのように自分に言い聞かせて過ごした毎日の積み重ね。 

いよいよ師走を迎えてしまった。今年は何をしたのかなと思うこと しばし・・現役時代のように

「イケるだけ イッテマエ」のような気合はなくなってしまったが、人口８万弱のアットホームなまち

龍ケ崎に住み仲間に助けてもらいながら市民活動のお手伝いの仕事に恵まれ、やりがいのあ

る、運に恵まれた日々是好日に感謝している。 

今年は何か変わったことがあったのかを考えてみたとき、何か若いころに比べて手帳にスケジュールをビッシリ

書くようになったことに気がついた。物忘れが進んで大切なことを忘れてしまい皆さんに迷惑をかけてしまった。

さらに計画はより綿密に立てるようになり、すぐにできないことはまわり道をして進めることにしたことに気が付

いた。冥途が近づき、わりと周りの見通しが利いてきたように思う。  

物事は作業を分解し、その作業の最適な協力者に手伝ってもらって、感謝する楽しみがこれまで以上の１年

だったような気がした。収穫前の稲穂のように、頭を下げてなんぼ・・・今年の大みそかは二人だけになってし

まった家族と、あっという間の１年を振り返り、楽しい思い出を探してみたいと思っている。のんびりと・・・。  

竹内農場西洋館フォーラムに参加して 

２０１８年１２月号 

主催者の熱意が伝心し、多くの仲間が西洋館に集まり現地を見学した。 

マヌ設計事務所から建築物としての研究成果があり、さらに近年まで実際

に居住していた方もつくば市からかけつけ、生々しい生活の説明があっ

た。一族のお墓はすぐそばに祭られていた。 

フォーラムにはなんと売主が神奈川からかけつけ、資産売却の経緯と今後

龍ケ崎への協力を表明してくださった。文化・生涯学習課より竹内家にまつ

わる調査説明のあと、設計事務所からも赤レンガ西洋館の調査報告が付

け加えられた。 

流通経済大学の准教授から美的感性の考察があり、その後市長もかけつ

け、西洋館建物所有について新たな動きがでた との報告があった。松戸

市の市民団体から活動報告もあった。 

数年前は荒れ放題の山林から龍ケ崎の価値ある建造物（地域資産）として

変身することができるか？ 知恵と熱意と記録で 歴史を再生する地道な

活動が芽生えてきた。もしかして・・・ 



「尺八」演奏勉強会のお誘い/美武会 

札幌からおいでいただきました 

 お知らせ 
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第１回利用者懇談会開催 
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市民活動センターにおいて、「利用者懇談会」が開催されました。センターから「市民活動日

本一」についての取り組みの説明に続き、利用者からの要望及び今後とり組むべきセンター

事業についての提案をいただきました。 

主なものは①協働事業制度の改善②貸出備品の追加③大学生への応援要請等でした。 

今後センターにて改善検討の方向性を整理し、利用者に報告します。参加者にはお忙しい

中、貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

市民活動センターの登録団体「琴アンサンブル ききょう（椎名代表）」

で指導してくださっている岩野紀子先生の、師でありお母さんでもある

下村道子先生(琴エスワールド理事長) が、札幌から市民活動センター

を訪問してくださった。 

下村先生は小型サイズで音程の出しやすい、しかも高品位な汎用琴を

開発した方です。伝統的な和楽だけでなく、ポピュラーな演奏曲を可能

にしました。まさに市民活動にふさわしい。  
また、がんの早期発見や親子の絆の大切さを訴え、他人も羨む親子

ユニット「道のり」を全国展開しています。  

私たちは日本古来の伝統和楽器「尺八」の音色に

魅了されて勉強中の市内居住の四人組です。 

尺八の経験は１年から３年くらいで、試行錯誤しな

がら、尺八の音出しからスタートしたばかりの仲間

です。 

尺八に興味のある方、是非私たちの勉強会の様子

を見学してみませんか？お待ちしています。 

練習日：毎月第１・３木曜日 ９時半～１１時 

場所：市民活動センター 

問い合わせ：民謡美武会 尺八勉強会 

       （0297-62-6477 遊佐弘） 

●「野鳥セミナー」を開催します。親子で楽しめる「モズのハヤニエ」など身近な冬鳥の話。 

 場所は市民活動センター。１２月１６日（日）１０時～１２時 申し込み不要・参加費無料。 

 問合せ：龍ケ崎バードウォッチングクラブ 0297-66-8238 ryugasaki-kishi@jcom.home.ne.jp 

●市民活動センター主催「冬の星空観察会 冬の星座を見つけよう！」 

 平成３１年１月１３日（日）１７時～１９時 参加費３００円要申し込。詳細はお問い合せ下さい。 

 申し込み受け付けは１２月２０日（木）から。 

 問い合わせ・申し込み：市民活動センター 0297-66-0030 


